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Dissertation Index Example 
 

（様式２の(6)） 

論 文 目 録 

 

 

 

 

公表年月日の早いものから記入。 

公表年月日が未判明の場合であって

も、公表時期（予定）を記入。 

Fill in from the earliest 

published date. 

Even if the publication date is 

uncertain, fill in the scheduled 

publication date. 

 
記載ページまで記入。また、単著か

共著かも併せて記入。共著の場合は、

第一著者に下線を施し、全員の氏名

を連記。 

Fill in the description page. 

Also, fill in whether it is by 

single author or by co-author. If 

it is by a joint work, underline 

the name of the primary author 

and fill in all the authors’ name. 

 

 

 
上記論文以外に参考とする論文があ

る場合は記入。 

Fill in if the reference 

publication is other than the 

above. 

 

 
備考 １ 論文題名（博士論文、参考論文）が外国語の場合は、活字体で 

   記入し、日本語の訳文を括弧書きすること。 

  ２ 論文（博士論文、参考論文）が未公表の場合は、公表予定の方 

法及び時期を記入すること。 

   ３ 参考論文については、提出する論文についてのみ、その題名及 

び冊数を記入すること。 

氏 名 
Name 

 

博士論文 
Doctoral Dissertation Title 

（ 1 冊） 

題   名 
Paper Title 

公表の方法 
Method of the 

Publication 

公表年月日 
Publication Date 

 

 
記入欄が不足の場合は、別

紙に記入してください。   
Attach additional sheet if 

these spaces are not   

sufficient. 

 

 

 

川内学会誌 

VOL.3 №4, pp.1-20 

（単著） 

令和 4 年 12 月 1 日 

参考論文題名 
Academic Publications Title 

公表の方法 公表年月日 冊数 
 

 

 

 

 

 

   


